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qv=Xp-Yp, (FL=A,B); qy=Xp-Yp-qn, (~FL=a,b) (2)















¢1= ¢L-¢ -^eLqL/CW, ¢3≡QB-Q,--eLq斤/E"
6:膜の厚さ; L:ヘルムホルツ電気二重層の幅; A:面の厚さ
6.,ら:水および膜の誘電率 ; e:素電荷; P≡1/kB T
電位差 Q^ 一九 (-A)および 中.-QB(-A)は A<<6,tにより無視できる. 膜表面での
イオンの出入りについては次のような非線形性を仮定する:









慧 -Ix,r Ix.･l･ 慧 -′Y,･-Ir,- (i-1･-,4)














x,.,一 X,.,/α,βう aP.k'x2う dk'x2,
k'r2う a2k'r2,(残 りの速度定数d.kは不




































































ここでは x として 9次 元のベ クト ル (X^,
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V を求めた. アルゴリズムは p.,p2,P.,P8 につ

















































振動の領域とカオスの領域が P.うCj ph.1→ C→ のように交互に現われている. これは
一種のperiodic-chaodc的nsiLionsequen∝ と考えられる【81.
概周期振動からのカオス これまではk',｡をコントロール 'バラメタ一に選んだ. 図13はこ
れを k'r｡=0.12924 に固定 し,･Pを区間 0.1<β<0.9で変化させたものである.声=Oのと

































tl】 松本元 :｢神経興奮の現象と実体｣上,第4章 (丸善,1981年 ).
[2]K.Toko,KRyu,S.EzakiandK.Yamafuji:I.Phys.Soc.Jpn.51,3398(1982).
【3】林健司,都甲潔,山藤者 :物性研究 51,614(1989).
【41 植村寿公､石井淑夫 :日本化学会第56春季年会予稿集p.460(1988年 ).
- 557-
研究会報告
[5]花井哲也 :｢痕とイオン｣,第 6章 (化学同人,1978年 ).
【6】T.Kawakubo:Biophys.Chem.23,229(1986).
[7]P.GmssbcrgerandI.PfOCaCCia‥Phys.R占V.Lelt.50,346(1983).
[8JI.S.Turner,I.-C.Roux,W.D.McCormichandH.L.Swinney:Phys.Let.85A,9(1981).
[9]G.NicolisandI.Prigogine:Self-OrganizatiotlinNonequL'ibrL'umSystems,chap.3(Wiley,New
York,1977).
[10]K.Toko.J.NiLtaandY.Yamafuji:J.Phys.Soc.Jpn.50,1343(1981).
lll】B.vanderPolandJ.varLderMark:Phil.Mag.6,763(1928).
[12]A.LHodgkinandA.F.Huxley:J.Physiol.117,5(氾(1952).
[13]F.A.Roberge,R.A.NadeauandT.N.James'.Cardiovasc.Res.2,19(1968).
[14】K.Aihara,G.MatsumoloandY.Ikegaya:J.lhqor.Biol.109,249(1984).
-558-
